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複
雑
な
思
い
の
稔
り
の
秋 

会
長
職
務
代
理 

三
浦 

泉 

記
録
的
な
猛
暑
、
今
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
大
雤
、
突
風
や
竜
巻

等
、
全
国
的
に
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
今
年
の
夏
で
し
た
。 

そ
の
中
で
今
年
の
米
の
作
況
指
数

は
、
や
や
良
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
心

配
さ
れ
て
い
た
と
お
り
、
全
農
の
米
の

概
算
金
の
大
幅
な
下
落
、
国
で
は
、
来

年
４
月
か
ら
消
費
税
の
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
で
は
重
要
５
項
目
に
対
し
て
の

暗
雲
等
、
手
放
し
で
喜
ぶ
こ
と
の
で
き

な
い
「
収
穫
の
秋
」
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。 し

か
し
、
我
々
農
業
委
員
会
は
、
ど

の
よ
う
な
苦
難
に
接
し
て
も
、
後
継
者

特
に
子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未
来
を

不
え
る
た
め
に
、
安
全
な
食
と
農
を
守

る
べ
く
努
力
を
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。 

私
事
で
す
が
、
こ
の
４
月
か
ら
会
長

職
務
代
理
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
加
美
町
農
業
振
興

に
も
新
た
な
気
持
ち
で
努
力
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
 

『
う
ん
と
こ
し
ょ
・
ど
っ
こ
い
し
ょ
！
』『
わ
た
し
の
お
い
も
大
き
い

よ
』『
ぼ
く
の
は
も
っ
と
お
っ
き
い
ぞ
！
』
さ
つ
ま
い
も
畑
は
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
と
歓
声
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

＝
認
定
こ
ど
も
園
み
や
ざ
き
園
さ
つ
ま
い
も
掘
り
よ
り
＝ 

                  

 



 

関
係
予
算
や
税
制
改
正
等
に
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

認
定
農
業
者
側
か
ら
は
佐
々
木
郁

郎
会
長
を
は
じ
め
25
名
、
農
業
委
員

会
側
か
ら
22
名
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
３
名
、
大
崎
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
か
ら
及
川
克
徳
技
術
次
長
の
同

席
を
頂
き
、
活
発
な
意
見
交
換
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

以
下
に
、
意
見
・
要
望
と
し
て
出
さ

れ
た
も
の
を
要
約
し
て
報
告
し
ま
す
。 

１ 

放
射
性
物
質
に
よ
る
被
害
対
策 

 
 

 
 

 

イ 

汚
染
牧
草
の
一
時
保
管
事
業

の
促
進 

 
ロ 

風
評
被
害
対
策
と
し
て
町
農

産
物
の
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ 

 

ハ 
県
に
対
し
放
射
性
物
質
の
最
終

処
分
場
の
早
期
決
定
を
要
請 

 

ニ 

東
京
電
力
へ
の
損
害
賠
償
請
求

額
の
早
期
支
払
い
要
請 

２ 

担
い
手
・
新
規
就
農
者
の
育
成
支 

援 

 

イ 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
策
定
促
進

の
支
援
体
制
を
整
備
、
プ
ラ
ン

の
区
域
設
定
は
、
集
落
単
位
か

ら
地
域
（
複
数
集
落
）
単
位
も

考
慮
す
る
等
柔
軟
性
を
持
た
せ

る 

 

ロ 

認
定
農
業
者
等
に
対
す
る
経

営
・
栽
培
技
術
及
び
農
機
・
施
設

整
備
支
援
の
拡
充 

 

ハ 

農
業
後
継
者
の
婚
活
支
援
に
必

要
な
関
係
機
関
・
団
体
が
持
つ
情

報
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、多
方

面
か
ら
の
情
報
提
供
が
で
き
る

体
制
整
備 

 

ニ 

非
農
家
・
町
外
出
身
者
を
問
わ

な
い
就
農
定
着
支
援
体
制
整
備 

 

ホ 

集
落
営
農
組
合
の
法
人
化
誘
導

と
設
立
支
援 

３ 

農
業
生
産
振
興
、
農
村
環
境
整
備 

 

イ 

町
の
主
要
農
産
物
販
売
促
進
と

Ｐ
Ｒ
及
び
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化 

 

ロ 

30
㌃
区
画
未
満
の
ほ
場
か
ら

高
性
能
機
械
に
対
応
し
た
大
区

画
化
へ
の
ほ
場
整
備
事
業
に
対

す
る
支
援 

 
 

 

ハ 

有
害
鳥
獣
の
駆
除
、、
被
害
予
防

及
び
捕
獲
者
確
保
対
策
に
必
要

な
国
・
県
等
の
予
算
確
保
要
請 

 

ニ 

農
産
物
価
格
下
落
に
対
す
る
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
生
産
資
材
、

燃
油
の
高
騰
対
策
支
援
を
要
請 

４ 

耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
解
消
対
策 

 

イ 

耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
解
消

事
業
の
取
り
組
み
促
進
の
た
め
、

国
に
補
助
率
引
き
上
げ
を
要
請 

５ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉 

 

イ 

重
要
５
品
目
の
関
税
率
堅
持
が

守
ら
れ
な
い
場
合
は
、
交
渉
離
脱

を
要
請 

 
 

 

 
 

交
換
会
の
中
で
は
、
沢
山
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
貴
重
な

ご
意
見
を
今
年
度
の
「
建
議
」
と

し
て
町
に
申
出
ま
す
。 

平平  成成  ２２５５  年年  度度  

認認定定農農業業者者ととのの意意見見交交換換会会報報告告  

農
政
調
査
会
委
員
長 

今
野 

攻 

 

去
る
８
月
７
日
、
加
美
よ
つ
ば
農
協

の
よ
つ
ば
館
を
会
場
に
、
加
美
町
の
認

定
農
業
者
並
び
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
方
々
と
、
加
美
町
の
今
後
の
農
業

に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
会
系
統
組
織
は
法
律
に

よ
り
「
意
見
の
公
表
」
や
「
建
議
」
の

機
能
を
不
え
ら
れ
て
お
り
、
意
見
交
換

会
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
「
農
業
者
の

声
」
は
、
毎
年
の
全
国
農
業
委
員
会
会

長
大
会
な
ど
の
「
政
策
提
案
」
と
し
て

集
約
し
、
そ
の
多
く
が
次
年
度
の
農
業  

 

 

 



農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（利
用
状
況
調
査
）を
実
施 

＝
耕
作
放
棄
地(

遊
休
農
地)

3.9
㌶
減
・新
た
に

3.9
㌶
＝ 

 

                                     

 

 

                                     

 

                   

 

農
業
委
員
会
で
は
、
優
良
農
地
の
確
保

と
食
料
自
給
率
の
向
上
に
向
け
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
、
意
欲
あ
る
農

業
者
へ
の
農
地
集
積
の
推
進
を
図
る
た
め

に
、
今
年
度
も
昨
年
と
同
様
に
「
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
・
利
用
状
況
調
査
」
を
各
地
区

ご
と
に
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

加美町耕作放棄地（遊休農地）面積 

地 区 名 箇所数 耕作放棄面積（ha） 

中新田地区 ２４７     １８．２ 

小野田地区 １５４    ２１６．４ 

宮崎地区  １６５     １６．８ 

合   計 ５６６    ２５１．４ 

※ 小野田地区に国営やくらい山麓パイロット事業分含む 

 

８
月
７
日
に
宮
崎
地
区
、
８
月
８
日
に
中

新
田
地
区
、
８
月
９
日
に
小
野
田
地
区
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
、
新
た
な
耕
作
放
棄
地
（
遊
休

農
地
）
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、
昨
年
ま
で

に
確
認
さ
れ
た
遊
休
農
地
が
適
正
に
管
理
さ

れ
、
ま
た
は
、
耕
作
を
再
開
し
て
い
な
い
か

等
を
調
査
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
耕
作
の
再
開
等
に
よ
り
3.9
㌶

の
耕
作
放
棄
地
が
解
消
さ
れ
、
新
た
に
3.9
㌶

の
耕
作
放
棄
地
（
遊
休
農
地
）
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
加
美
町
全
体
で
は
２
５
１
㌶
の
耕

作
放
棄
地
（
遊
休
農
地
）
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
新
た
な
耕
作
放
棄
地

（
遊
休
農
地
）
が
毎
年
確
認
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
耕
作
放
棄
地
（
遊
休
農
地
）
面
積
を
尐

し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
農
地
法
に
基
づ
く

耕
作
の
再
開
に
向
け
て
の
指
導
を
行
な
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
美

町
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
・
各
関
係
機
関

等
と
協
力
し
、
解
消
対
策
を
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

加
美
町
農
業
委
員
会 

研
修
会
に
参
加
し
て 

中
新
田
地
区 

千 

葉 

連 

悦 

 

今
年
の
東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
宮
城
県
が
開
催
県
で
、
名
取
市
文

化
会
館
を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
一

六
〇
〇
名
も
の
参
加
者
が
あ
り
、
県
内
参
加

者
は
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な

が
ら
の
参
加
と
な
っ
た
が
、
各
参
加
者
か
ら

は
例
年
に
も
増
し
て
真
剣
さ
が
う
か
が
え

た
。
終
了
後
、
明
日
の
研
修
場
所
で
あ
る
、

山
形
県
天
童
市
へ
と
向
か
っ
た
。 

 

天
童
市
農
業
委
員
会
は
、
平
成
20
年
度
に

耕
作
放
棄
地
発
生
防
止
解
消
活
動
が
認
め
ら

れ
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
素
晴
ら

し
い
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。 

 

天
童
市
の
農
業
生
産
額
は
１
２
０
億
で
、

80
億
が
果
樹
、
そ
の
う
ち
40
億
が
さ
く
ら

ん
ぼ
で
あ
る
。
稲
作
は
20
億
、
畜
産
が
10
億

で
、
耕
作
面
積
は
水
田
が
１
４
３
０
㌶
、
樹 

 

園
地
１
４
０
８
㌶
、
畑
２
０
０
㌶
で
水
田
と

樹
園
地
が
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
天
童
市
が
平
成
９
年
か
ら

平
成
24
年
ま
で
に
行
っ
た
耕
作
放
棄
地
解

消
面
積
は
約
28
㌶
。
取
り
組
み
の
流
れ
は
、

放
棄
さ
れ
て
い
る
農
地
を
地
元
農
業
委
員

が
斡
旋
活
動
を
し
て
受
け
手
を
見
つ
け
契

約
す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
加
美
町
と

同
じ
や
り
方
で
あ
る
が
、
調
査
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
の
農
業
関
係
団
体
長
や
農
業
関
係

者
が
多
数
参
加
し
て
行
い
、
調
査
と
並
行
し

て
農
家
か
ら
意
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

る
な
ど
地
域
を
巻
き
込
ん
で
行
っ
て
い
る

と
い
う
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。 

 

加
美
町
農
業
委
員
会
で
も
、
年
１
回
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

実
績
も
11
㌶
を
超
え
て
い
る
が
、
広
く
地

域
を
巻
き
込
み
、
耕
作
放
棄
地
を
地
域
の
問

題
と
し
て
考
え
る
天
童
市
の
取
り
組
み
は
、

今
後
の
活
動
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
と
自
主
研
修
を
実
施 

８
月
29
日
（
木
）
宮
城
県
名
取
市
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
25

年
度
東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、
翌

30
日
（
金
）
に
は
山
形
県
天
童
市
農
業
委
員
会
で
耕
作
放
棄
地

解
消
に
つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

報 告 



全国農業新聞購読のお願い 

              金曜日発行 （月６００円 年間 7,200 円） 

◆ 週刊紙の特性を生かして、様々な問題をじっくり・鋭く・分かりやすく 

◆ 地方発の身近な話題が『みやぎ版』・『東北版』に掲載 

     お問い合わせ ： 農業委員会事務局（ 67-5411） 
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編 

集 

委 

員  

 

委 

員 

長 
 

板 

垣 

文 

一 
 

 

副
委
員
長 

 

近 

田 

利 

樹 

 
 

 
 

 
 

 

畠 

山 

明 

美 

 
 

 
 

 
 

 

尾 

出 

弘 

子 

 
 

 
 

 
 

 

澁 

谷 

幸 

悦 

 
 

 
 

 
 

 

小 

山 

京 

子 

い
る
う
ち
に
９
月
が
き
ま
し
た
。 

関
西
や
中
国
地
方
で
は
、
今
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
、
関
東
地
方

で
は
、
強
風
や
竜
巻
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で

大
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

今
年
の
稲
作
は
平
年
作
と
か
？
無
事
に
稲

刈
り
を
終
え
る
ま
で
、
台
風
や
長
雨
は
避

け
て
通
り
ま
す
よ
う
に
…
。
豊
作
で
稔
り

の
秋
を
迎
え
た
い
と
祈
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
こ
の
秋
も
う
一
つ
気
に
な
る
の

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方
。
交
渉
参
加
国
の

閣
僚
ら
と
意
見
交
換
し
農
林
水
産
物
重
要

５
品
目
な
ど
を
関
税
撤
廃
か
ら
除
外
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
が
、
は
た
し
て
…
？

我
々
農
家
と
し
て
は
生
活
を
守
る
た
め
に

も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
運
動
を
呼
び
か
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

小
野
田
地
区 

 
   

伊 

藤 

勇 

悦 

 

今
年
も
異
常
気
象

で
し
た
。
涼
し
い
７
月

の
後
に
長
～
い
暑
さ

が
続
き
、
夏
バ
テ
し
て 

 

こ
の
夏
に
畜
産
農
家
の
女
性
達
の
集
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

７
月
に
「
モ
ー
モ
ー
母
ち
ゃ
ん
」
の
全
国
集
会
が
宮
崎
県
都
城
市

で
開
催
さ
れ
、
宮
城
県
か
ら
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
で
７
回

目
の
こ
の
大
会
は
、
回
を
重
ね
る
度
に
拡
大
し
、
い
つ
の
ま
に
か
畜

産
農
家
で
は
有
名
な
会
に
な
り
ま
し
た
。 

牛
を
飼
い
な
が
ら
自
分
の
人
生
を
切
り
開
き
、
豊
か
に
く
ら
し
て

い
く
。
自
分
の
時
間
と
自
分
の
お
金
で
自
主
的
に
行
動
す
る
。
他
に

は
な
い
、
参
加
し
た
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
と
い
う
集
会
で
す
。 

宮
崎
大
会
は
、
口
蹄
疫
の
発
生
か
ら
を
振
り
返
り
、
感
染
被
害
の

中
心
で
、
牛
の
殺
処
分
な
ど
の
映
像
も
多
く
報
道
さ
れ
た
西
都
市
長

の
講
演
に
始
ま
り
、
女
性
獣
医
師
に
よ
る
分
娩
の
話
で
、
私
達
を
胸

い
っ
ぱ
い
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
お
腹
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
く
れ
た
の
は
、
夜
の
交
流
会

で
出
さ
れ
た
Ａ
５-

11
の
宮
崎
牛
で
し
た
。
私
達
宮
城
県
団
は
、「
大

漁
唄
い
込
み
」
の
唄
と
踊
り
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
４
年
後
の
宮

城
全
国
共
進
会
の
開
催
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
来
ま
し
た
。 

ま
た
、
８
月
下
旬
に
は
、
東
京
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た

中
央
畜
産
会
「
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
大
会
に
参
加
し
て
来

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
牛
・
豚
・
鶏
の
全
畜
種
の
女
性
の
集
ま
り
で
、

宮
城
か
ら
は
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
農
水
省
の
原
田
部
長
外
多
く

の
方
々
の
話
を
直
接
聞
け
る
と
い
う
の
も
こ
の
大
会
の
魅
力
の
一

つ
で
す
。
い
つ
も
勉
強
丌
足
で
「
自
分
に
残
念
」
な
気
持
ち
で
帰
っ

て
来
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
女
性
達
と
交
流
で
き
る
場
に
自
分
が
参

加
で
き
る
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。 
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小 

山 

京 

子 = 
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◆加入資格 

 国民年金に加入している６０歳未満の人で、年間６０日以上

農業に従事する方 

◆保険料 

 月額２万円を基本に最高６万７千円まで千円単位で自由に決

められます。 

◆８０歳までの保証付き 

 年金は亡くなるまで受け取れる終身年金で、仮に８０歳前に

亡くなった場合は、死亡一時金として遺族が受け取れます。 

◆税制面のメリット 

 保険料は全額社会保険料控除の対象になります。 

◆一定の要件を満たせば保険料の助成（政策支援）が受けられ

ます  

    ※詳しくは、農業委員会（ 67-5411）まで 

週 刊 


